














 

研究のねらい 

 これまでの研究から,ニホンザルの母子は,母に生育歴などに由来する母性行動の障害が

なく,また子に発育不全など著しい障害がなければ,両者は子の出生直後から密接に結びつ

き,子は健常な状態で生育する。野外の集団(岡山県真庭郡勝山)での観察によると,子は生

後半年頃までは母に全面的に依存して行動し,子は母がいなければ栄養摂取や危険から身

を守ることは自力ではできず,生存は不可能である。子は生後半年を過ぎると,活発に動き

まわり,母乳以外の食物を自力で摂取するようになる。しかし主たる食物は母乳であり,子

は母の保護なしに野外で生存できる可能性は低い。 

 1 歳までの子は,このように母にほぼ全面的に依存して生活しているが,また一方で,母

との結びつきを拠り所に,子同士，あるいは年長個体との間に頻繁に接触を持つ。この幼少

期における他個体との接触経験は，子の行動発達や集団内での社会的行動の習得に重要な

役割を果たし,特に子が成体になったときの繁殖行動や母性行動の形成にほとんど決定的

な影響を及ぼすといえる。 

 このことは,子を幼体期(特に 1 歳未満)に母や仲間から離し,長期間単独で飼育し,その

後いろいろな個体と出会せたとき,子に社会的行動の障害が現れることから明らかである。

これまでの母子隔離実験では,母子は 1度分離されると,子が成長するまで再会することは

原則的になかった。 

 今回報告する第 1実験では,母子は子の生後1年間の期間に,共生と分離が反復される。

第 2実験では,生育歴の雌と出会い,その後母と再会する。 

 これらの実験の目的は,子の幼少期における母子の分離と再会(共生)が母子関係にどの

ような影響を及ぼすか,また,分離された子の行動がいかに変化するか,さらには,分離され

た子とさまざまな生育歴の雌がどのような相互関係を持つかを明らかにすることである。 

 サルの母子関係は,母子の親密な結びつきを基盤とし,それをもとに母子が分離と共生を

繰り返し'子が他個体と接触を持ち,子の成長がなしとげられる過程である。このようなサ

ルの母子関係の特質を実験的に明らかにするのが,今回の実験のおもなねらいである。また,

この実験は,母子の分離と共生が不可避的に起きている人間の場合と比較するうえにも有



意義であろう。 

 これまでの研究によると,隔離飼育された子が成長すると,交尾行動や母性行動に障害が

生ずることが明らかであるが,このようなサルに,相手をあまり選ばずに接近し,接触を求

める幼少のサルを出会せると,障害に治療的効果を持つといわれている。今回の第 2実験で

は,隔離飼育により母性行動に障害を持つ雌などさまざまな生育歴の雌を幼少のサルに出

会せ,両者の行動を観察する。このような研究は,今後母性行動の障害の治療的研究に役立

つ可能性がある。 


